
令和６年(２０２４年)６月１１日
健康福祉部

令和５年度（２０２３年度）
こども・若者等とのグループインタビュー

概要

令和６年度（２０２４年度）第１回
熊本県子ども・子育て会議：資料４



 熊本県の令和4年の出生数は11,875人と、20年前と比較して約30パーセントも減少する中、この状況を打破
するために、こどもや若者の視点に立ち、その最善の利益を第一に考えながら様々な取組みを実施する「こ
どもまんなか熊本」の実現が必要。

 その第一歩として、こどもや若者の皆様の声をお聞かせいただき、今後の施策の検討や「熊本県こども計
画」に反映していくためのグループインタビューを開催する。

１ 趣旨

 第1回 １月14日（日） 13：30～15：30 対象：10歳～12歳前後

 第2回 １月28日（日） 13：30～15：30 対象：14歳～17歳前後

 第3回 ２月４日（日） 10：30～12：30 対象：20歳前後

 第4回 ２月４日（日） 13：30～15：30 対象：乳幼児を子育て中の方

 熊本日日新聞社本館（熊本市中央区世安1-5-1）

２ 会場

３ 日時等

４ 定員

 各回６名程度

５ 主催

６ 運営

 熊本県子ども未来課

 熊本日日新聞社

こども・若者とのグループインタビュー
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こども・若者とのグループインタビューについて

質問事項
ワークシート(様式）

※対象者がそれぞれ記入し、シートを基にさらに質問する

小学生

２



【将来の家庭】
• 子育てが大変そうだと思ったのは、ニュースなどで見たから。夫婦喧嘩も面倒くさい。

【日々の生活】
• 両親の仕事が忙しくなった。おやつは用意してくれているが、ひとりの時間が寂しいから、テレビを見て寂しい気持
ちを紛らわせている。

• 多くの本を読むために図書館で読みたいが、大きな図書館に行かないと読みたい本がない。各地域に図書館があると
いい。

• こどもたちがサッカーしたり遊んだりできる公園をもっと増やしてほしい。今は足りない。
• こどもも大人も楽しめる施設を増やしてほしい。例えば、こどもが遊んでいる間に、親もカフェに行ったりできるよ
うな施設があるとよい。

【学校生活】
• タブレットの使い方が地域や学校、担任の先生で違いがあるので統一してほしい。病気やいろんな事情で学校に行け
ない人もいるので、タブレットの活用で授業の遅れや不平等をなくしてほしい。

【その他】
• 通学にバスを利用しているが、20分に１本しかない。もっと本数を増やしてほしい。本数が少なくて困ることがある。
• こどもたちが安心して使える施設を増やしてほしい。例えば体育館は、熊本市に住んでる人はレンタルできるけど、
それ以外の地域住人にはレンタルしてくれない。熊本県在住者には全員レンタルできるようにしてほしい。

こども・若者とのグループインタビューでの主な意見

良いイメージと思っていること等

【将来の家庭】

• 将来的にこどもがいるイメージを持っている。お母さんから「以前は自分第一だったけど、こどもが生まれ
たら自分以上に大切な存在があるということに気づいた」と聞いたから。

【熊本のイメージ】
• 熊本は農業県で水もきれい。生きるために必要なものが揃っている。こどもができたら安心して暮らせると思う。
• 自然豊かだし、お水も美味しい。馬刺し、トマト、スイカが好き。好きなものが熊本の特産であるのも嬉しい。
• 熊本は車で走ってるとたまに馬が見えたり、お祭りでも馬が出てくるから好き。

小学生

３

課題と思っていること



こども・若者とのグループインタビューについて

質問事項

中学生・
高校生

４

ワークシート(様式）
※対象者がそれぞれ記入し、シートを基にさらに質問する



こども・若者とのグループインタビューでの主な意見

５

【将来の家庭】
• 将来、こどもが家庭にいるイメージがある。弟や妹がいるからお世話をするのも好き。
• 母が「こどもたちがいるからすごく幸せ、楽しい」と話しているので、将来、家族にこどもがいるイメージを持ってい
る。

• 釣りやキャンプなど楽しい思い出がたくさん。それらを自分のこどもにしてあげたい。
• こどもがいなかったら寂しいのかなとも思う。

【学校生活】
• 通信制高校にも常勤の先生を入れてほしい。勉強でわからないことがあっても学校に聞きに行けない。
• 学校の授業を生徒主導でしてみるのもいい。担任の先生が行うと代わり映えがしないが、同じことを生徒が先生として
やった時に大変盛り上がった。

• 個人が活躍できる、個人の内側が発揮できる場を増やしてほしい。例えば文化祭。個人で企画運営するなど。

【将来の家庭】
• 責任のある役職についたら、こどもの世話をできるのか不安。
• こどもがあまり得意ではない。親戚の子どもともどう接したらいいかわからない。
• 自分のこどもを「かわいい」と思えるか不安。自分がこどもを産んでいいのか分からない。自分の感情をぶつけてしま
いそうで怖い。虐待に繋がるかもという不安がある。

• こどもがいたらお金もかかるし、自分の時間がなくなるという不安もある。母は好きなことがあるのに、子育てや家事
でできていない。

• 物価高などで子育てが難しいと感じる。今の状態よりも世の中が悪くなっていたら、どう生活すればいいのか不安。

【公共交通】
• 時刻表や路線、バス停の場所などがもっとわかりやすいといい。本数を増やして、運賃も安くしてほしい。
• 部活でえがお健康スタジアム等によく行くが、本当に本数がない。ライブなどがある時は、バスが混んでいて乗れない。

中学生・
高校生

良いイメージと思っていること等

課題と思っていること



こども・若者とのグループインタビューについて

質問事項

大学生

６

ワークシート(様式）
※対象者がそれぞれ記入し、シートを基にさらに質問する



こども・若者とのグループインタビューでの主な意見
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【日常生活】
• 地元(熊本）が好き。一回県外に出て、いずれ熊本に戻ってきたい。

【結婚・子育て】
• 誰かと暮らしたほうが安心感があるから、結婚したい気持ちが強い。
• 結婚したら「自分が主役ではなくなる」と聞いて、結婚したいと思うようになった。それがいいと思った。自分が主役だけの人生はつま

らない。
• 熊本で子育てするメリットは、街もあり山も海もすぐいける場所にある。それをもっと発信したら熊本で子育てしたいと思うのでは。
• 子育ては環境が大事。若いときは自然に関わり様々な経験をさせたい。熊本は水がおいしいし、阿蘇の壮大さは素晴らしい。
• こどもはパートナーと共通の愛情を注げるもの。大きな宝物になるのだろうと想像する。そういう存在が自分の人生に現れたらすごく楽

しいのではないか。
• 両親がとても仲が良く、幸せそうなのを見ているので、結婚したい気持ちが大きい。父親は平日も休みの日も家事をやる。男は仕事、女

は家庭という固定概念を覆してくれる両親に憧れている。

【結婚・子育て】
• 結婚したら相手と50年くらい一緒にいなくてはならないと思うと窮屈。お互いの時間を縛るのが嫌なので、結婚よりもパートナーシップが良

い。
• パートナーとの時間を大切にしたいので、こどもはいなくてもいいと考えている。
• 親類の結婚後の様子を見て、「結婚したくない」ではなく「大変そう」と感じる。
• バリバリ働きたいが、出産するとキャリアが止まるかもしれないという不安がある。女性も自分の力で輝ける企業や社会であってほしい。弱

い立場を助けようというスタンスでいるのは、自分的には少し違う考えがある。
• 自分の人生が、こども中心で回っていくのが不安。出産と子育ては、命にかかわることだから重責。それをきちんと考えられないと「欲し

い」と言えない。
• 日本は育休が取りにくい環境であると感じている。
• 不登校児の場合、人との交流は学校以外だと限られている。塾も学校に通っている子たちが来ているからついていけないので教育支援がある

とありがたい。
• 育児を主体的に行いたいが、社会制度として休暇がとりにくいと思っている。
• 公園でボール遊びをしてはだめというところが増えていて、それには疑問。

【その他】
• 熊本で子育てをする場合の不安要素は、渋滞がひどいこと。バスも時間通りに来ない。バスの最終便は、夜10時でしかも健軍までしか行かな

い。屋根が無くて雨の日は大変。バス停に屋根が無くて、雨の日は大変。本数が少ないし、こどもを一人で通わせる不安もある。公共交通機
関に対しては不満度が高い。

• 小学生が家でゲームをしていることが多い。土日にこどもたちが集まって体を動かす等のイベントがあった方がいい。地域のつながりを広げ
ることにもなる。

• 学校で部活動が減少しているのが問題だと感じている。

大学生

良いイメージと思っていること等

課題と思っていること等



こども・若者とのグループインタビューについて

質問事項

乳幼児等の
子育て世代

８

ワークシート(様式）
※対象者がそれぞれ記入し、シートを基にさらに質問する



こども・若者とのグループインタビューでの主な意見

９

【子育て】
• 会社には、子育て参加で休むことを受け入れてもらっているので、子育てはしやすい。
• 妻が柔軟に休暇を取得でき、自分の会社もフレックスタイム制度があるのでスムーズに子育てが可能。
• コロナがきっかけでリモートワークが進んだ。リモートワークが可能になったからこそ、こどもの送り迎えもできるし、自宅で残務もで

きる。リモート制度がなかったら仕事が終わらない。
• 子育てで一番頼りになるのは妻の実家。世の中の男性陣には、マスオさんの生き方をおススメしたい。

【公共交通】
• 市電は静かに座れている。公共交通機関に乗ることは教育にもなっている。

【日常生活】
• 昭和感がまだあると感じることはあり、重たいものを持つのは男、ゴミ捨ては妻など。ちょっとした気配り面、例えばお茶出しは女性など。

それをやらないと「気配りがない」と言われる。

【子育て】
• 結婚当初は、２人くらいこどもが欲しいと思っていたが、コロナ禍に突入して、健診もオムツもガーゼもない状態だったので、これは「産

めない」と思った。
• 周囲の男性が育児に積極的になりつつあるのに、夫は自由が効かない職場なので残念。もっと二人で協働したい。
• 夫の仕事が自由に休めないので、この状態でこどもができたら生活が崩れそうで大変。金銭面のことよりもこれが気になる。
• 母体の健診がない。産婦人科、行政で母親健診を行ってほしい。そうしたものがあれば、産後の仕事や育児やもっと楽しめるのではないか。
• 仕事を誰かが休んだ分、他の人の負担になり、仕事自体はなくならないので、結局誰かがやらないといけなくなる。
• 小学生まで健診してくれるとありがたい。校区に小児科を作ってほしい。小児科を増やさないと子育てしにくい。もう少し、医療費は抑え

て欲しい。
• 夕飯がすぐ作れるミールキットのサービス等、実家のようなかゆいところに手が届くサービスがもう少しあるといい。
• 雨の日のこどもの遊び場問題がある。公園に駐車場がない。年齢の応じた遊具や遊具の周りにベンチの配置が少ないなどが課題。また、未

就学児が遊べて、親も楽しい場所があるとよい。公園の情報も自分で調べないとわからない。
• 福岡は、動物園や美術館の料金が安く、屋内でも回れるところが多い。
• 熊本は、生活しやすいが、病児保育が少ないのは不満。保育園自体が少なく、何度も落ちている。そうなると「こどもを産もう」という気

持ちがなくなる。
• 自分のこどもの学校は、小４から学童が無い。４年生からどうしようと悩んでいる。

【公共交通】
• バスは小さいこどもがつかまる手すりがない。市電の段差が高く、こどもは抱っこしないと乗り降りできない。
• こどもに自主的に支払いをさせたいが、バス料金が到着寸前までわからないのは不便。

乳幼児等の
子育て世代

良いイメージと思っていること等

課題と思っていること


